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沖縄公庫と民間金融機関との意見交換会（令和5年10月4日）の概要

〇公庫と民間金融機関における協調体制構築が進んでおり、民業圧迫事例は認められない。

〇コロナ関連含め、協調融資の実績は堅調に推移。

〇資本性劣後ローンにおける協調実績も多数。公庫と民間金融機関の勉強会も開催。

〇公庫による景況調査レポートも活用、シンクタンク機能発揮による民業補完の役割も。

連
携
・
協
調

各
種
課
題
へ
の
対
応

〇コロナ対応
• 元金返済開始のピークは過ぎ、コロナ関連
融資の割合は減少傾向。

• 資金繰りの厳しい先などについては、丁寧
にヒアリングしながら伴走支援に努める。

※公庫と民間金融機関の連携・協調を推進するため、今後も意見交換会を年１回程度開催する。

〇スタートアップ支援
• スタートアップへの協調出融資も進捗。
• 沖縄スタートアップ・エコシステムへ参画。
• 新事業創出促進出資は累計80件/約35億円
（H14～R5.3）【公庫】。

〇人手不足対策
• 人材派遣会社等と連携。公庫との連携も進
めていきたい。

• 人手不足対応や従業員の処遇改善等に取
り組む事業者への特例制度を導入予定【公
庫】。

〇ひとり親支援
• 教育ローン等の金利優遇。
• ひとり親創業、子どもの居場所づくり支援。
• 子どもの貧困等の社会課題の解決に取り組
む事業者への特例融資制度を導入予定【公
庫】。
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